
渋川市クリーンボランティア活動支援要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、環境美化意識の高揚及びボランティア活動の活性化を図り

市民等及び事業者との協働による、清潔で美しいまちづくりを推進するため、

クリーンボランティア活動を実施する者に対する支援に関し、必要な事項を定

めるものとする。

（定義）

第２条 この要綱において、次の各号に揚げる用語の意義は当該各号に定めると

ころによる。

（１） クリーンボランティア活動 市内の道路、公園、河川その他公共の用

に供する場所において自主的かつ継続的に実施する清掃活動をいう。

（２） 市民等 市内に在住し、在勤し、若しくは在学する個人をいう。

（３） 事業者 市内で活動している団体若しくは事業活動している者をいう

。

（届出）

第３条 クリーンボランティア活動を行おうとする者（以下「活動者」という。

）は、事前に渋川市クリーンボランティア活動届出書（様式第１号）を市長に

提出しなければならない。この場合において、クリーンボランティア活動を行

おうとする事業者は、渋川市クリーンボランティア活動団体構成員名簿（様式

第２号）を添えて市長に提出しなければならない。

２ 市長は、前項の届出書の提出があったときは、その内容を審査し、適当

と認めるときは次条に規定する支援を行うものとする。

（支援内容）

第４条 市長は、クリーンボランティア活動に対し、次の各号に掲げる清掃用具

等の支援を行うものとする。

（１） ごみ袋の給付

（２） 火ばさみ及びベストの貸与

（３） その他市長が必要と認める支援

（活動完了時）



第５条 活動者は、活動完了後、前条の規程により、貸与された清掃用具等を返

却しなければならない。

２ 活動者は、クリーンボランティア活動により収集したごみを市が指定する収

集日に地域のごみ集積所に搬出するものとする。ただし、これにより難い場合

は、市長の提示する方法により廃棄するものとする。

３ 活動者は、活動完了後、速やかに渋川市クリーンボランティア活動報告書（

様式第３号）を市長に提出しなければならない。

（活動の中止又は変更）

第６条 活動者は、清掃活動を中止し、又はその内容を変更したときは、速やか

に市長に報告するとともに、市長の指示に基づき、第４条に掲げる清掃用具等

を返却しなければならない。

（その他）

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

附 則

この要綱は、令和２年８月１日から施行する。

附 則

この要綱は、令和５年６月１日から施行する。



様式第１号（第３条関係）

渋川市クリーンボランティア活動届出書

年 月 日

渋川市長 様

届出者 住 所

事業者名

氏名（代表者）

電話番号

（日中に連絡の付く電話番号を記載してください。）

渋川市クリーンボランティア活動支援要綱第３条の規定に基づき、下記のとお

り届出します。

記

活動区域 □ 道 路

（名称又は区間） □ 公 園

□ 河 川

□ その他

活動日時 年 月 日 から

年 月 日 まで

回数 回

活動人数（事業者） 人

給付又は貸与を希望 □ ご み 袋 もえるごみ用 枚

する用具・数量 もえないごみ用 枚

□ 火ばさみ 本

□ ベ ス ト 枚



様式第２号（第３条関係）

年 月 日

渋川市クリーンボランティア活動団体構成員名簿

事業者名

氏 名 住 所

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

※１０人以上の場合には本様式をコピーしてお使いください。



様式第３号（第５条関係）

渋川市クリーンボランティア活動報告書

年 月 日

渋川市長 様

届出者 住 所

事業者名

氏名（代表者）

電話番号

（日中に連絡の付く電話番号を記載してください。）

渋川市クリーンボランティア活動支援要綱第５条の規定に基づき、下記のとお

り報告します。

記

活動区域 □ 道 路

（名称又は区間） □ 公 園

□ 河 川

□ その他

活動結果

日時 年 月 日 から

年 月 日 まで

回数 回

活動人数（事業者） 人

ごみ袋使用枚数 □ ご み 袋 もえるごみ用 枚

もえないごみ用 枚

返却 □ 火ばさみ 本

□ ベ ス ト 枚


